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コンピュータとはコンピュータとはコンピュータとはコンピュータとは1.1.1.1.

この章ではコンピュータとはどういったものなか解説していきます。

コンピュータシステム1.1.

下図のように、外部から手続き指示書である と材料である を受け取ったコンピプログラム データ

ュータは、プログラムに従ってデータを処理し、その結果を外部に返します。この様な一連の流れ

によるものを と呼びます。コンピュータシステム

コンピュータの構成要素1.2.

制御装置 演算装置 記憶装置 入力コンピュータシステムを実現するために、コンピュータは 、 、 、

装置 出力装置 中央処理装置 Ce、 の５大要素からなっています。演算装置と制御装置をまとめて （

, ）と呼びます。また、入力装置と出力装置は人間とコンピュータの架ntral Processing Unit CPU

け橋となる部分で と呼びます。ユーザインターフェース
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外部からコンピュータ内部にプログラムやデータを入力する装置でキーボードやマ入力装置入力装置入力装置入力装置

ウスなどがあります。

コンピュータ内部から外部に結果を出力する装置でディスプレイやプリンタなどが出力装置出力装置出力装置出力装置

あります。

記憶装置はその名のとおりプログラムやデータを記憶するのが役目で、記憶場所記憶装置記憶装置記憶装置記憶装置

には一連の番号( , )がふられています。また、記憶装置にプログラムとデータが記憶さ番地 アドレス

れ、全体を制御するような仕組みになっているものを と呼びます。フォン・ノイマン型コンピュータ

記憶装置には と があります。前者は、高速ですが後者に比べて記憶容主記憶装置 外部記憶装置

量が小さいのが特徴で、 や などがあります。後者は、低速ですが記憶主記憶メモリ キャッシュメモリ

容量が大きいのが特徴で、 や などがあります。磁気ディスク 磁気テープ

演算装置は、制御装置の指示に従い記憶装置からデータを取り出し、 と演算装置演算装置演算装置演算装置 レジスタ

呼ばれる小さな記憶装置を使って演算を行います。

制御装置では記憶装置から、プログラムの命令を１つずつ読み出し、命令を解読制御装置制御装置制御装置制御装置

プロし、他の４つの装置に対して指示を出します。なお、プログラムの命令を１つ読み出す度に、

（プログラムがどこまで進んだのかを示す）の値を増減させることによってプログラムグラムカウンタ

を進めていきます。

コンピュータの世界では２のベキ乗数をよく扱うので以下の表を覚えて【覚えておきましょう】【覚えておきましょう】【覚えておきましょう】【覚えておきましょう】

おきましょう。

ベキ乗 ２のベキ乗

0 1

1 2

2 4

3 8

4 16

5 32

6 64

7 128

8 256

9 512

10 1024

11 2048

12 4096

13 8192

14 16384

15 32768

16 65536

ベキ乗 ２のベキ乗

-1 0.5

-2 0.25

-3 0.125

-4 0.0625

-5 0.03125

-6 0.015625
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